
＊TOP I C＊

イトトンボがやってきた！

加賀電子ビオ トープで ５種類めの ト ン

ボが見つかり ま した 。 それは イ ト ト ン

ボ類の幼虫 ！  イ ト ト ンボ類は体が華

奢で飛ぶ力が弱いため 、 ビル街を越

えて来るのは難しいだろ う と思 ってい

たのですが 、自力で飛んできて 、 ビ オ

ト ープに産卵して くれま した 。

＊今回の調査で見つかった生きもの＊

タマガヤツリ エ ノ キ グ サ ショウジョウトンボ ダ ン ダ ラ テ ン ト ウ

前回見つかったトンボの幼虫の種類は、ショウジョウトンボと確定させることができました。ビオトープ

内には本種が多く生息していました。また、オオシオカラトンボの抜け殻もたくさん見つかりました。加

賀電子ビオトープには、肉食性のトンボ類の餌となる生物がそれだけさくさんいます。そして、それらの

生物は食物連鎖で繋がり、小さな生態系が出来上がりつつあります。

＊ COLUMN＊
寒い冬は、生き物にとって試練の季節です。それをやり過ごすために冬

眠するものがいれば、秋にため込んだ食料で乗り切るものもいます。

昆虫にとっては、どの成長段階で冬越しするかが１つのポイント。カマ

キリは卵で、アゲハチョウは蛹で、多くのテントウムシ類は成虫で冬眠

状態となって冬越しします。トンボの中で最も

メジャーなのは幼虫での冬越しです。10月が

終われば、加賀電子ビオトープの水の中でも

トンボたちが冬越しの準備を始めることでしょう。

生きものの冬越し

発信：加賀電子(株) IR・広報部

イトトンボ類の幼虫 しっぽ（尾鰓）の拡大写真

まだ幼い個体だったので種類の確定
には至りませんでしたが、体の特徴
からアオモンイトトンボかアジアイトト
ンボの可能性が高そうです。

イトトンボ類の種類を特定するための
重要なポイントの１つがしっぽの形状。
正確には尾鰓（びさい）といい、呼
吸器官だと考えられています。

オオシオカラトンボ
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の抜け殻（たくさん）

＼種類はまだ不明／

成虫

＼真冬の池の底で眠っていたトンボの幼虫たち／ 
（都立武蔵国分寺公園の例）
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